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道
路
嶮
応
2
農
耕
振
曲
フ

　
　

当
市
、
百
年
の
は
か
ら
い

消
費
面
の
大
幅
節
減
で

　
　

投
資
的
経
費
へ

本
年
度
当
初
予
算
及
び
七
の
他
重
要
議
案
を

　

審
議
す
る
第
十
三
回
定
例
市
議
会
は
、
三

　
　

月
十
二
日
午
後
一
時
二
十
分
か
ら
下
庄

出
張
所
で
開
か
れ
た
。
全

　

議
員
出
席
の
下
に
議
長

　
　

は
開
会
を
宣
言
。
総

　
　
　

務
委
員
長
か
ら
議

　
　
　
　

事
日
程
の
説
※

※
明
、
つ
い
で
市
長
よ
り
昭

和
三
十
一
年
度
予
算
編
成
の
大

綱
に
つ
い
て
説
明
を
行
な
っ
た
。

点重につ三

　

説
明
要
旨

　

初
代
市
長
と
し
て

の
光
栄
を
担
い
日
夜

新
市
育
成
発
展
と
、

市
民
福
祉
の
向
上
に

微
力
な
が
ら
尽
し
て

き
た
が
、
遅
々
と
し

て
そ
の
実
が
挙
が
ら
な
か
っ
た
こ

と
は
残
念
で
あ
る
。
今
後
議
員
各

位
と
全
市
民
の
よ
り
一
層
の
協
力

と
支
援
に
よ
り
一
段
と
老
骨
に
鞭

打
っ
て
誠
心
誠
意
市
政
の
執
行
に

当
り
た
い
。

当
市
多
年
の
懸
案
で
あ
っ
た
、

越
美
北
線
及
び
君
が
代
橋

の
架
替
え
も
漸
く
本
年
度
か
ら
着

工
確
実
と
な
っ
た
こ
と
は
、
各
位

は
勿
論
、
県
選
出
国
会
議
員
お
よ

び
先
輩
各
位
の
御
努
力
で
あ
る
こ

と
を
惑
謝
す
る
。

塚
算
編
成

に
あ
た
っ
て
は

市
民
の
要
望
を

具
剣
に
考
え
、
事
業
効
果
及
び
緩

1
性
を
勘
案
し
て
消
費
的
経
費
の

大
幅
節
減
を
行
い
投
資
的
経
費
に

振
向
け
た
。
即
ち
、
消
費
的
経
貸

と
み
ら
れ
る
人
件
費
、
一
般
需
用

費
、
交
際
費
、
各
種
団
体
補
助
金

等
一
千
九
十
余
万
円
を
削
喊
し
て

次
の
三
大
重
点
施
策
費
に
当
て
、

可
及
的
市
民
の
幸
福
と
産
栞
の
発

展
に
資
し
た
積
り
で
あ
る
。

一
、
道
路
、
橋
り
よ
う
。
河

　

川
の
整
備
拡
充
事
業

二
、
老
朽
甚
だ
し
い
小
中
。

　

学
校
校
舎
の
新
改
築
事
業

三
、
農
林
振
興
基
本
対
策
事

　

業

　

こ
の
内
容
の
大
略
ぱ
、

◇
九
頭
竜
、
真
名
の
二
大
ド
川
と

こ
の
支
流
に
か
か
る
橋
り
よ
八
の
‘

整
備
と
道
路
の
新
設
改
修
に
よ
り

広
大
な
市
内
の
実
質
的
距
離
I
縮

め
る
た
め
、
合
計
り
丁
四
万
一
千

円
を
計
上
1
た
。

◇
小
、
中
学
校
数
は
端
勢
の
関
係

上
人
［
に
比
べ
て
多
く
、
し
か
も

老
朽
校
舎
が
多
い
｛
で
、
⑤
年
度

で
四
千
二
百
四
十
万
円
を
充
て
九

校
の
増
改
築
を
行
っ
て
来
た
が
、

更
に
前
年
度
か
ら
継
続
の
も
の
を

合
せ
四
校
、
四
千
七
百
四
十
七
万

円
を
計
上
、
こ
れ
で
新
市
発
足
以

来
二
ヵ
年
で
約
一
億
円
を
学
校
増

改
築
費
に
充
て
る
こ
と
に
な
っ
た

◇
新
農
村
建
設
総
合
対
策
を
立
て

た
政
府
の
方
針
に
則
る
と
共
に
、

県
の
農
業
振
興
特
別
指
導
指
定
市

と
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
国
県
の

総
合
助
成
を
受
け
、
こ
の
際
一
挙

に
農
業
振
興
策
を
樹
立
し
、
そ
の

実
施
主
体
と
し
て
市
農
業
振
興
推

進
協
議
会
を
設
置
し
、
そ
の
経
費

五
百
三
十
八
万
円
を
計
上
し
た
。

　

歳
入
で
は
、
予
算
総
額
の
四
五

パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
る
税
収
入
は

各
税
と
も
税
率
に
つ
い
て
は
前
年

度
ど
お
り
で
あ
る
が
、
豊
作
等
に

よ
り
増
額
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。

な
お
国
庫
支
出
金
、
県
支
出
金
及

び
寄
附
金
等
に
つ
い
て
は
、
事
業

執
行
に
伴
う
確
実
な
も
の
の
み
を

計
上
し
た
。
学
校
、
土
木
債
に
つ

い
て
は
必
要
額
の
確
保
に
な
お
I

層
努
力
し
た
い
。総額31，672万余円

本年度の予算き弐ろ

　

第
十
三
回
定
例
市
議
会
は
三
月
十
二
日
に
開
か
れ
三
十
一
日
ま
で
の
長
期
に
わ
た
り
x

十
六

議
案
と
報
告
一
、
二
号

刀
歌
認
、
二
4
九
午

度
一
般
会
計
決
算
認
定
等
、
重
要

議
案
を
審
議
し
企
議
案
を
原
案
通

り
W
決
し
た
。

　

十
三
日
か
ら
休
会
し
た
市
会
は

十
六
日
再
開
。
一
一
十
九
年
度
一
般

会
計
決
算
（
決
算
委
員
会
附
託
）

審
査
結
果
に
付
て
石
田
委
員
長
よ

り
報
告
、
同
案
を
認
定
1
た
。
引

続
き
第
九
号
議
案
を
除
く
他
の
九

議
案
に
つ
い
て
一
般
質
問
に
入
り

十
八
日
ま
で
質
疑
応
答
の
後
、
委

員
会
に
附
託
。
こ
え
て
一
一
十
七
日

は
第
十
一
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で

を
追
加
上
提
、
同
議
案
を
可
決
。

翌
二
十
八
日
議
案
第
十
六
号
を
上

提
、
同
議
案
は
慎
重
を
期
す
た
め

三
十
一
日
ま
で
延
長
を
決
め
、
二

十
九
、
三
十
日
を
休
会
し
て
三
十

一
日
午
後
三
時
二
十
分
、
二
十
八

日
に
続
き
開
会
、
第
八
号
議
案
を

一
部
修
正
の
外
原
案
通
り
可
決
、

第
十
五
号
議
案
上
提
可
決
、
第
十

六
号
議
案
可
決
、
同
四
時
三
十
分

閉
会
し
た
。

一
般
会
計
十
三
回
市
定
例

譲
会
の
山
で
あ
る
第
一
号
譲
案
は

三
十
一
年
度
一
般
会
計
の
予
算
案

で
あ
っ
た
が
、
原
案
通
り
二
億
六

予
九
百
四
十
四
万
二
丁
三
百
七
十

円
か
可
決
。

特
別
会
計
四
千
七
百
二
十

八
万
一
千
円
か
可
決
さ
れ
た
。

　

こ
れ
は
第
二
号
、
Ξ
号
、
四
号

議
案
を
可
決
。
詳
細
は
二
㈲
に
て

説
助
の
通
り
。

　

こ
れ
に
よ
り
本
年
度
の
予
算
総

額
は
三
億
一
千
六
百
七
十
二
万
二

千
三
百
七
十
円
と
な
っ
た
。

風
見
鶏

　

今
を
去
る
百
五
十
年
前
の
四
月

二
日
、
デ
ン
ｙ
I
ク
の
オ
ー
デ
ン

セ
と
い
う
小
さ
い
町
の
貧
し
い
靴

屋
に
、
一
人
の
男
の
子
が
生
れ
た

こ
の
子
こ
そ
、
後
に
「
童
話
の
王

様
」
と
し
て
全
世
界
の
子
供
か
ら

し
た
わ
れ
る
様
に
な
っ
た
、
ハ
ン

ヌ
ー
ク
リ
ヌ
チ
ヤ
y
・
ア
ン
デ
ル

セ
ン
そ
の
人
で
あ
る
▼
今
年
は

誕
生
百
五
十
年
を
祝
し
て
、
各
国

で
盛
ん
な
催
し
が
行
わ
れ
る
▼

花
の
メ
乞
へ
に
座
っ
て
生
れ
て
来

た
親
指
姫
の
話
。
ク
リ
ス
マ
ス
の

夜
、
吹
雪
の
街
角
で
マ
ッ
チ
を
す

り
な
が
ら
死
ん
で
い
っ
た
女
の
子

の
話
、
裸
で
街
を
ね
り
歩
い
た
王

様
の
話
な
ど
、
幼
い
頃
に
母
や
先

生
か
ら
き
い
た
想
い
出
は
誰
も
が

持
っ
て
い
る
▼
大
人
の
頭
で
浙

え
れ
ぼ
、
は
な
は
だ
理
屈
に
合
わ

な
い
こ
の
物
語
に
、
一
喜
一
憂
し

て
い
た
の
が
不
思
議
に
な
る
時
が

あ
る
。
し
か
し
ご
本
人
消
は
、
花

か
ら
人
が
生
れ
た
り
、
マ
ッ
チ
を

す
る
た
び
に
オ
バ
ア
さ
ん
の
顔
が

み
え
た
り
す
る
の
が
当
然
な
の
だ

子
供
遥
か
完
全
に
夢
の
世
界
に
ひ

た
り
切
っ
て
い
る
か
ら
、
大
人
に

わ
か
ら
な
い
冷
か
わ
か
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。
童
話
の
主
人
公

と
遊
び
、
唄
い
、
旅
を
し
て
い
る

の
が
、
子
供
の
世
界
の
生
活
な
の

だ
。
一
つ
お
と
な
侑
も
暫
く
金
も

5
け
を
忘
れ
て
、
ア
ン
デ
ル
セ
ン

童
話
で
も
読
ん
だ
ら
、
世
の
中
に

明
る
い
夢
が
生
れ
は
し
な
い
か
。



四
六
六
万
円
の
節
減

　
　

市
役
所
費
、
議
会
費
も
新
生
活

一
面
既
載
。
市
長
の
予
算
編
成
に
つ
い
て
の
説
明
に
も
あ

っ
た
と
お
り
、
消
費
的
経
費
は
大
幅
に
節
減
さ
れ
、
投
資

的
経
費
に
充
て
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
を
グ
ラ
フ
に
よ
っ

て
簡
単
に
説
明
し
よ
う
。

　
　

（
歳
出
の
救
育
費
、
産
業
経
済
費

中
農
業
関
係
、
及
び
土
木
費
に
つ
い

て
は
一
面
に
あ
る
の
で
省
略
）

◇
商
工
業
昨
年
同
様
、
中
小
企
業

金
融
対
策
の
一
助
と
し
て
預
託
金
を

計
上
。
協
同
組
合
施
設
の
助
成
、
越

美
北
線
の
促
進
費
、
紹
介
宣
伝
費
、

そ
の
他
本
年
度
よ
り
三
ヵ
年
計
画
で

出
張
所
機
構
の
縮
少
お
よ
び
市
役
所

事
務
能
率
を
は
か
る
た
め
、
部
落
電

話
の
架
設
補
助
な
ど
を
計
上
し
た
。

◇
林
業
市
単
林
道
開
設
、
災
害
林

道
復
旧
、
林
道
、
橋
り
よ
う
維
持
費

に
主
力
を
お
き
、
市
有
林
の
造
成
、

新
植
三
十
七
町
歩
、
桶
植
二
十
一
町

歩
を
計
画
し
、
一
般
林
道
に
つ
い
て

は
国
、
県
事
業
の
決
定
を
ま
つ
て
事

業
費
を
計
上
す
る
。

◇
社
会
福
祉
生
活
保
護
法
に
よ
る

被
保
護
者
は
漸
次
減
少
の
傾
向
に
あ

る
が
、
こ
れ
ら
に
対
し
扶
助
費
、
保

育
所
費
、
母
子
寮
費
、
失
業
対
策
事

業
費
、
生
活
困
窮
者
に
対
す
る
貸
付

金
等
合
計
二
千
百
九
十
七
万
円
を
計

上
し
た
。

◇
保
健
衛
生
部
落
施
行
の
簡
1
水

道
に
対
し
助
成
し
、
飲
料
、
防
火
両

面
の
改
善
を
図
る
た
め
三
百
六
十
万

円
を
計
上
、
そ
の
他
合
計
七
百
五
十

万
九
千
円
を
計
上
し
た
。

◇
市
役
所
費
三
千
九
百
五
十
八
万

円
を
計
上
し
た
が
、
こ
れ
は
昨
年
に

比
べ
て
、
四
百
四
十
万
一
千
円
の
大

幅
減
と
な
っ
た
。
そ
の
内
人
件
費
は

現
員
不
補
充
主
義
を
と
っ
た
外
、
各

費
目
に
わ
た
り
節
減
を
は
か
っ
た
。

◇
9
察
消
防
費
消
防
署
の
圖
能
を

拡
充
強
化
す
る
た
め
、
署
員
二
名
を

増
員
、
更
に
施
設
の
充
実
を
は
か
る

た
め
可
搬
式
ポ
ン
プ
五
台
を
購
入
す

る
。
そ
の
他
揚
水
ポ
ン
プ
工
事
費
、

貯
水
槽
補
助
、
消
火
栓
補
助
等
を
計

上
し
た
が
、
そ
の
他
の
経
費
を
節
減

し
た
た
め
、
前
年
度
よ
り
三
百
九
十

四
万
八
千
円
を
減
じ
た
。
（
歳
入
概

要
に
つ
い
て
は
一
面
に
掲
載
）

昭和31年度

　　　

当初予算

解脆

　

第
十
三
回
定
例
市
議
会

の
提
出
議
案
は
次
の
通
り

▲
報
告
第
一
号
起
債
及

び
償
還
方
法
を
定
む
る
件

に
つ
い
て
可
決
。

　

学
校
、
道
路
、
簡
易
水
沢
そ
の
他

　

の
起
債
及
び
償
迷
の
専
決
処
分
の

　

承
認
で
あ
る
。

▲
議
案
第
一
号
昭
和
三
十
一
年
度

大
野
市
一
般
会
計
歳
入
寂
出
予
算

可
決
。

　

グ
ー
フ
フ
で
示
す
と
お
り

▲
該
案
第
二
号
昭
和
三
十
一
年
度

大
野
市
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
侵

入
1
川
予
算
可
決
。

　

木
庁
予
算
五
百
一
万
三
千
九
百
円

　

下
庄
八
百
四
十
二
万
九
千
七
百
円

　

乾
側
二
百
十
五
万
一
千
六
百
円
、

　

小
山
二
百
七
十
六
万
六
千
円
、

　

上
庄
九
百
九
十
二
万
五
千
九
回
円

　

五
箇
一
百
八
十
二
万
一
千
七
百
円

　

阪
谷
四
百
八
十
三
万
円
、
富
田
六

　

百
七
十
六
万
九
千
五
百
円
が
そ
れ

　

ぞ
れ
可
決
さ
れ
た
。

▲
議
案
第
三
号
昭
和
三
十
一
年
度

大
野
市
特
別
会
計
富
田
診
療
所
歳
入

歳
出
予
算
可
決
。

　

予
算
額
一
百
九
十
一
万
三
千
八
百

　

円
前
年
度
よ
り
七
万
九
千
八
百
円

　

の
増
額
で
あ
る
。

▲
議
案
第
四
号
昭
和
三
十
一
年
度

大
野
市
特
別
会
計
土
地
べ
川
整
理
事

業
歳
入
歳
出
予
算
可
決
。

　

予
算
帽
丿
口
六
十
五
万
九
予
円
、

　

前
年
度
よ
り
一
百
八
十
七
万
八
千

　

四
百
二
十
八
円
の
減
と
た
る
。

A
議
案
第
五
号
大
野
市
教
員
の
給

り
・
に
回
す
る
粂
例
の
一
部
改
正
に
つ

い
て
可
決
。

　

在
職
期
間
か
六
月
の
場
合
百
分
の

　

五
十
を
百
分
の
二
百
に
改
め
る
。

Å
議
案
第
六
号
市
歳
計
現
金
預
入

先
に
つ
い
て
可
決
。

　

各
地
X
農
協
、
福
井
銀
行
大
野
支

　

店
、
大
野
信
用
金
庫
、
北
陸
銀
行

　

大
野
支
店
、
大
野
市
内
郵
便
局
に

　

預
入
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

A
議
案
第
七
9
一
時
借
入
金
に
つ

い
て
可
決
。

　

借
入
金
額
は
金
七
千
万
円
以
内
、

　

借
入
先
は
大
蔵
省
資
金
原
用
部
、

　

郵
政
省
簡
塙
保
険
局
、
福
井
銀
行

　

大
野
支
店
、
北
陸
銀
行
大
野
支
店

　

そ
の
他
の
金
融
限
関
。

A
議
案
第
八
号
大
野
市
役
所
事
腔

分
掌
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
元
に

つ
い
て
一
部
修
正
可
決
。

　

保
健
課
を
新
設
す
る
。
戸
籍
課
を

　

廃
止
し
て
同
事
務
は
総
穆
課
へ
。

▲
議
案
第
九
号
大
野
市
図
会
常
任

委
員
会
及
び
特
別
委
員
会
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
可
決
。

　

民
生
委
は
会
を
厚
生
委
員
会
に
改

　

め
る
。

▲
議
案
諮
十
号
大
野
巾
戮
員
の
勺
費

支
給
に
一
閃
す
る
粂
例
の
一
部
改
治
に

つ
い
て
可
決
。

　

旅
費
女
給
粂
例
の
一
部
に
不
合
図

　

の
点
が
あ
っ
た
の
で
改
め
ら
れ
た

▲
報
告
第
二
号
財
唯
報
作
目
に
つ
い

て
承
認
。

合
併
当
時
の
財
産
引
継
額
の
承
認

　

二
十
七
日
提
出
分
。

A
議
案
第
十
一
号
大
野
市
国
民
健

康
保
険
条
例
一
部
改
正
可
決

　

厚
生
年
金
保
険
法
に
依
り
、
障
害

　

年
金
ま
た
障
害
手
当
金
を
受
け
る

　

こ
と
に
な
っ
た
も
の
、
又
こ
れ
以

　

外
の
場
合
に
於
て
は
療
養
の
給
付

　

開
始
後
、
三
年
を
経
過
し
て
も
疾

　

病
又
は
負
傷
が
治
癒
し
な
い
と
き

　

は
、
給
付
及
び
傷
病
手
当
金
は
支

　

給
し
な
い
。
そ
の
他
。

Å
議
案
第
十
二
号
大
野
授
産
場
廃

止
粂
例
の
制
定
に
つ
い
て
可
決
。

A
議
案
第
十
二
号
の
二
大
野
市
有

財
所
の
貸
付
に
つ
い
て
可
決
。

　

大
野
授
産
場
を
㈲
止
し
て
大
野
市

　

農
業
共
済
組
合
に
貸
付
1
、
そ
の

　

0
の
財
産
は
厚
生
課
で
管
理
す
る

　

元
消
防
会
舘
を
大
野
商
工
会
議
所

　

に
俯
一
償
貸
付
す
る
こ
と
に
決
る
。

A
議
案
第
十
三
号
昭
和
三
十
年
度

大
野
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
追
加
更

正
予
算
可
決
。

　

百
三
十
二
万
三
千
円
の
追
加
。

Å
議
案
第
十
四
号
昭
和
三
十
年
度

大
野
市
特
別
会
計
国
民
健
康
保
険
並

に
直
営
富
田
診
療
所
歳
入
歳
出
追
加

W
．
正
予
算
可
決
。

▲
図
案
第
十
五
号
特
別
職
の
職
員

の
給
与
に
凹
す
る
条
例
一
部
改
正
す

る
条
例
。
可
決

▲
頂
案
第
十
六
号
大
野
市
一
般
会

計
歳
入
汲
出
追
加
W
正
予
算
可
決

　

予
算
額
一
石
六
十
六
万
八
千
四
百

　

五
十
円
を
有
中
玩
地
及
び
補
償
金

　

と
し
て
計
上
可
決
さ
れ
た
も
の
。
一

▲
議
案
第
十
七
号
人
権
擁
辺
委
員

の
選
任
に
つ
い
て
清
水
、
石
田
伊
太

郎
氏
を
選
任
。

一

廣
報
か
ら
お
願
い

経
費
節
喊
に
と
も
な
い
市
報
も
四
頁

　

（
従
前
六
頁
）
に
縮
減
さ
れ
ま
し
た

が
、
内
容
は
よ
り
充
実
し
た
も
の
に

し
一
層
市
民
か
ら
愛
さ
れ
た
い
と
思

い
ま
す
。
御
意
見
等
お
寄
せ
下
さ
い



保
健
課
を
新
設

　

能
率
増
進
と
ふ
ん
い
気
を
改
め

　
　
　
　
　

大
幅
喩
人
事
異
動

　

市
の
組
織
お
よ
び
運
営
の
適
正
合

理
化
を
図
り
、
な
お
市
民
福
祉
の
向

上
を
な
す
た
め
に
、
四
月
一
日
、
新

た
に
保
健
課
を
設
け
、
総
務
課
へ
戸

籍
事
務
を
統
合
し
て
戸
籍
課
を
廃
止

し
た
。

　

な
お
事
務
能
率
の
向
上
と
庁
内
の

雰
囲
気
を
新
ら
し
く
す
る
た
め
適
材

適
所
に
、
四
十
九
名
の
大
幅
な
人
事

異
動
を
行
っ
た
。
異
動
は
次
の
通
り

　

〔
異
動
H
‥
カ
ツ
ユ
内
は
旧
任
〕

　

上
庄
出
張
所
主
任
坂
本
守
（
戸

籍
課
長
）

　

徴
収
係
長
山
村
清
太
郎
（
会
計

係
長
）

　

保
健
課
保
険
係
長
山
田
渉
（
上

庄
出
張
所
主
任
）

　

経
理
室
係
長
笹
島
慎
一
（
商
工

係
長
）

　

小
山
出
張
所
主
任
田
中
栄
（
経

理
室
係
長
）

　

総
務
課
庶
務
係
長
印
牧
弥
右
衛

門
（
保
健
係
長
）

　

商
工
課
商
工
係
長
沢
田
武
雄

（
徴
収
係
長
）

　

建
設
課
庶
務
係
畏
浜
竜
一
（

建
討
課
）

　

保
健
課
衛
生
係
長
浅
山
透
（
総

務
課
）

　

建
設
課
技
術
係
長
稲
津
久
馬

（
県
真
名
川
事
務
所
）

　

総
務
課
戸
籍
係
長
伊
藤
青
之
助

（
戸
籍
課
）

　

総
務
課
戸
籍
事
務
長
谷
川
な
み

（
乾
側
出
張
所
）

　

総
務
課
戸
籍
事
務
土
蔵
茂
弘

（
上
庄
出
張
所
）

　

総
務
課
戸
籍
事
務
松
田
嘉
三

（
戸
籍
課
）

　

″
森
木
よ
し
江
（
″
）

　

″
清
水
初
音
（
″
）

　

総
務
課
幅
口
芳
枝
（
税
務

課
）

　

″
笠
松
常
和
（
商
工
課
）

　

税
和
課
酒
井
信
子
（
下
庄
出
張

所
）

　

″
広
瀬
俊
子
（
富
田
″
）

　

″
桜
田
平
治
（
阪
谷
″
）

　

″
田
刈
子
利
三
右
衛
門
（
五
箇

出
張
所
）

　

″
堀
八
重
（
民
生
課
）

　

建
設
課
大
谷
忠
一
（
小
山
出
張

所
）

　

林
務
課
三
屋
証
信
（
富
田
出
張

所
）

　

保
健
課
羽
生
忠
雄
（
税
務
課
）

　

民
生
課
斎
藤
た
き
の
（
税
務
課
）

　

五
箇
出
張
所
主
任
森
亮
裕
（
民

生
課
）

　

保
健
課
矢
田
省
三
（
民
生
課
）

　

″
小
林
亮
之
助
（
″
）

　

が
深
見
不
可
止
（
″
）

　

″
中
村
鎌
一
（
″
）

　

″
松
田
光
男
（
″
）

　

″
玄
覚
慎
吉
（
″
）

　

″
高
畑
五
子
（
″
）

　

″
西
田
忠
（
″
）

　

″
加
藤
弥
平
（
″
）

　

″
安
川
清
治
（
″
）

　

″
川
端
謹
吾
（
″
）

　

″
松
田
茂
男
（
″
）

　

″
林
信
治
（
″
）

　

″
広
田
三
喜
男
（
総
務
課

　

小
山
矢
田
初
栄
（
主
任
を
解
く
）

　

経
理
室
山
口
花
枝
（
総
務
課
）

　

市
長
付
大
石
み
さ
子
（
″
）

富
田
出
張
所
岸
本
直
江
（
戸
籍

課
）

　

下
庄
″
佐
々
木
静
子
（
税
務
課
）

　

書
記
補
に
任
命
総
務
課
勤
務

松
本
多
嘉
雄
（
給
仕
）

　

消
防
署
長
を
命
ず
る
日
w
‐
健
太

四
月
三
日
付

　

保
健
課
長
増
永
慶
三
郎
（
消

防
署
長
）

　

大
野
市
技
手
に
任
じ
農
務
課
勤
務

を
命
ず
る
坂
野
良
治

　

保
健
課
で
行
う
事
務

　

岡
民
健
康
保
険
事
業
、
娘
産
婦
乳

幼
児
の
保
健
指
導
、
伝
染
病
予
防
救

治
、
精
神
障
害
、
癩
予
防
、
埋
火
葬

許
可
、
医
薬
関
係
、
上
・
下
水
敢
予

防
接
種
、
ト
ラ
ホ
ー
ム
、
結
核
予
防

健
民
思
想
の
1
及
調
査
、
狂
犬
病
、

基
地
、
汚
物
掃
除
、
塵
芥
焼
却
場
、

主
管
冷
務
の
統
計
、
右
そ
れ
ぞ
れ
に

関
す
る
事
項
。

　

民
生
課
で
行
う
事
務

　

遺
家
族
、
旧
軍
人
の
恩
給
遺
族
援

護
、
戦
傷
病
者
身
体
障
害
、
母
子
及

び
未
に
人
の
保
護
、
復
員
者
引
揚
者

及
び
戦
災
者
、
求
人
求
職
及
び
労
働

失
業
対
策
第
項
、
授
産
、
行
路
病
人

行
路
死
亡
人
、
災
害
救
助
、
公
営
住

宅
、
社
会
事
業
、
福
祉
関
係
主
管
事

務
の
統
計
そ
れ
ぞ
れ
に
関
す
る
事
項

④
戸
籍
事
務
は
従
前
ど
お
り
階
ド

で
行
い
ま
す
。

市民の明るvヽ動き

四
部
に
分
か
れ
活
躍
㈲

　
　

下
庄
自
答
会

　

農
業
生
産
技
術
の
向
上

と
経
営
の
合
理
化
を
目
ざ

し
て
、
た
え
ず
努
力
を
続

け
て
い
る
下
山
自
興
会
で

は
、
古
い
涙
を
破
っ
て
、

田
園
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い

青
壮
年
の
舞
台
に
代
え
よ

う
と
す
る
明
る
い
動
き
が

見
ら
れ
る
。
こ
の
会
の
お

こ
り
は
昭
和
二
十
四
年
Ξ

月
、
七
名
の
会
員
か
ら
始
ま
り
、
名

も
な
い
会
で
あ
っ
た
が
、
彼
ら
の
着

笑
な
歩
み
が
、
若
い
農
村
青
年
の
感

動
の
的
と
な
っ
て
自
興
会
に
発
展
す

る
に
至
っ
た
。
会
員
は
現
在
一
八
四

人
に
発
展
し
、
各
部
落
に
支
部
か
お

り
、
十
六
名
の
支
部
長
は
木
部
（
下

庄
農
協
に
事
聊
出
を
置
く
）
の
役
員

で
、
腿
芸
部
、
畜
産
部
、
園
芸
部
、

文
化
部
の
四
部
を
組
織
し
て
い
る
。

　

リ
ー
ダ
ー
に
は
ア
メ
リ
カ
帰
り
の

寺
島
氏
（
三
十
歳
（
が
活
願
し
て
い

る
。

　

い
ま
や
小
さ
た
澱
か
ら
～
け
ド
’

で
大
き
な
ス
ヶ
I
ル
り
八
野
市
ご
業

研
究
連
絡
協
調
会
・
汽
い
ろ
う
と
ド
州

し
て
い
る
彼
ら
の
姿
は
た
の
も
仁
い

若
い
エ
ネ
ル
ギ
ッ
シ
ュ
八
推
進
力
に

よ
る
田
園
大
野
市
の
発
展
を
折
り
っ

つ
梅
の
花
の
点
在
す
る
部
落
を
後
に

し
た
。

ら
写
真
は
協
渦
す
る
会
は
た
ら
）

祉
慧

事 ｙ

を

・
四
月
は
天
候
の
変
化
が
は
げ
し

い
の
で
、
天
気
が
崩
れ
易
い
一
方
、

川
復
も
ま
た
早
い
。
中
旬
に
は
か
な

り
の
低
混
が
来
る
か
も
知
れ
な
い
か

ら
晩
霜
に
は
注
意
を
要
す
る
。

◆
麦
、
菜
種
の
追
肥
中
耕
は
早
い

方
が
よ
い
。
止
肥
は
本
月
上
旬
、
遅

い
と
倒
伏
の
原
因
と
な
る
。

　

（
菜
種
）
抽
苔
期
【
分
け
つ
】
の
追

肥
は
四
月
上
旬
、
花
肥
は
四
月
下
旬

が
よ
い
。
馬
鈴
薯
は
日
当
り
の
よ
い

冷
床
で
催
芽
を
ｔ
て
紹
Λ
だ
方
が
惣

か
に
収
量
が
多
い
。

「
水
稲
」
水
温
の
低
い
今
年
は
保

温
折
衷
苗
代
の
効
果
が
は
っ
き
り
出

る
年
で
あ
る
。
同
苗
代
は
水
苗
代
よ

り
も
、
一
週
間
早
め
に
播
く
の
で
な

い
と
ね
う
ち
が
な
い
。
芽
出
し
を
す

る
こ
と
。
床
面
を
水
平
に
す
る
こ
と

除
紙
期
を
遅
ら
さ
ぬ
こ
と
等
、
要
所

4
々
を
ぬ
か
ら
ず
に
上
手
に
作
っ
て

欲
し
い
。
水
苗
代
の
障
害
対
策
で
は

特
に
次
の
こ
と
に
注
意
し
よ
う
。

　

わ
た
ぐ
さ
れ
播
種
後
二
週
間
の

中
に
、
摂
氏
一
〇
度
内
外
の
低
温
が

来
る
と
発
病
が
著
1
い
。
苗
代
用
水

を
一
度
、
上
の
田
で
温
め
て
か
ら
濯

水
す
る
よ
べ
心
掛
け
る
。

詣聡難個個

　

長
い
冬
か
ら
解
放
さ
れ
て
、
山
の

樹
木
も
漸
く
陽
光
の
恵
心
に
浴
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
ら
に
な
ヅ
ド
。

　

電
い
雪
で
腰
I
痛
め
ら
れ

た
り
頭
を
抑
え
っ
け
ら
れ
て

昨
年
の
大
雪
で
散
々
の
目
に

今
わ
さ
れ
白
若
い
木
々
に
、

長
い
眠
り
か
ら
醒
め
て
I
万

上
る
た
め
に
人
手
を
待
っ
て

ぃ
る
。
今
が
一
腔
火
司
な
聯

苗
木
を
買
入
れ
植
柿
し
て
も
、
後
の
・

手
入
を
怠
た
れ
日
ダ
フ
片
く
の
苗
八

代
も
手
間
も
無
駄
に
な
る
。
m
圃
の
J

忙
し
く
た
ら
な
い
中
に
必
ず
山
を
一

回
り
し
て
次
の
求
項
に
注
意
し
よ
う

◇
肢
打
（
第
一
回
）
枝
打
は
森
林
が

八
｛
岡
し
て
下
枝
が
枯
れ
初

子
宍
時
そ
の
枯
枝
と
生
枝
の

一
J
ヅ
ド
に
‥
に
り
落
す
こ
と
、
余

り
打
辿
さ
に
な
ら
な
い
よ
う

昂
屁
す
る
。

ぐ
雪
起
し
（
若
木
）

白
補
植
雪
傷
み
の
植
替
え

二
枚
打

祉
同
仁

◇
雪
折
そ
の
他
雑
木
林
の
手
入
れ

今
月
の
市
税
固
定
資
産
税
第
一
期
分
納
期
は
三
十
日
ま
で



ぼ
く
ら
も
一
役
国
土
の
緑
化

衛
生
都
市
を
め
ざ
し
て

　

「
蚊
」
と
「
は
え
」
に
悩
さ
れ
る
季

節
が
ま
た
や
つ
て
来
よ
う
と
し
て
い

ま
す
。
暑
い
夏
を
一
層
暑
く
思
わ
せ

る
ば
か
り
で
な
く
、
恐
し
い
伝
染
病

を
媒
介
し
、
私
た
ち
の
生
活
を
暗
く

不
快
に
し
ま
す
か
ら
、
た
と
え
一
匹

で
も
無
関
心
で
は
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

最
近
「
蚊
」
と
「
は
え
」
の
い
な
い

生
活
実
践
運
動
が
各
方
而
か
ら
盛
ん

に
呼
び
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

は
「
蚊
」
と
「
は
λ
」
の
駆
除
は
不
可

能
で
あ
る
と
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た

も
の
を
、
数
年
来
多
く
の
モ
デ
ル
地

区
に
お
い
て
、
地
域
の
組
織
的
な
実

践
活
動
に
よ
り
容
易
に
実
現
し
、
生

活
に
直
結
し
た
予
想
外
の
成
果
を
攻

め
て
こ
の
駆
除
の
可
能
性
を
実
証
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
全
地
域
に
広

め
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
地
域
の
も
の
全
部
が

協
力
し
て
、
適
期
に
合
理
的
な
方
法

で
や
れ
ば
必
ず
効
果
は
期
待
出
来
ま

す
。
ど
ん
な
に
よ
い
方
法
で
い
か
に

高
価
な
殺
虫
薬
を
使
っ
て
も
、
お
互

い
の
協
力
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
な
ら

ぱ
そ
れ
こ
そ
「
は
え
」
を
追
う
様
な

も
の
で
労
多
く
し
て
効
果
は
期
待
で

き
ま
せ
ん
。

　

当
市
に
於
て
も
昭
和
三
十
一
年
度

の
予
算
に
、
乏
し
い
財
政
の
中
か
ら

こ
の
運
動
に
少
い
乍
ら
も
経
費
を
計

上
し
て
い
ま
す
。
地
域
を
指
定
し
て

殺
虫
薬
に
対
す
る
補
助
を
し
た
り
使

用
法
を
指
導
し
た
り
、
ま
た
殺
虫
薬

の
斡
旋
も
し
ま
す
。
こ
の
大
野
市
か

ら
「
蚊
」
や
「
は
え
」
が
姿
を
消
し
て

お
互
い
が
健
康
で
明
る
い
毎
日
を
送

れ
る
日
が
一
日
で
も
早
く
来
る
よ
う

市
民
各
位
の
御
協
力
を
切
望
し
ま
す

自
衛
隊
陸
・
海
・
空
士

の
募
集
は
じ
ま
る

　

本
年
第
一
次
募
集
二
十
五
名
を
当

市
に
割
当
て
て
き
ま
し
た
。
申
込
期

日
は
四
月
十
六
日
ま
で
、
市
役
所
総

務
課
、
又
は
各
出
張
所
へ
申
込
ん
で

下
さ
い
。

　

第
一
次
申
込
以
後
は
常
時
募
集
申

込
受
付
と
な
つ
て
い
ま
す
か
ら
応
募

者
は
い
つ
で
も
申
込
を
し
て
下
さ
い

昭
和
三
十
二
年
度
積
寒

事
業
の
申
込
は
お
早
く

積
寒
事
業
、
区
画
整
理
、
暗
き
よ
排

水
事
業
、
団
体
濯
漑
排
水
、
農
道
等

の
事
業
申
込
は
四
月
十
日
頃
迄
に
市

農
務
課
へ
。

融
雪
災
害
の
申
込
も
早
く
。
融
雪
に

よ
る
水
害
、
農
用
水
路
農
道
の
災
害

申
込
も
十
日
ま
で
に
。

花の行楽シーズンを
ゝ～芦）ゝ楽しくしより

　

行
楽
の
シ
ー
ズ
ン
を

迎
え
見
苦
し
い
酔
払
い

姿
や
目
に
余
る
振
ま
い

は
少
年
に
対
し
悪
い
影

響
を
与
え
、
犯
罪
の
要

因
と
も
な
り
か
ね
な
い

最
近
少
年
の
間
に
飲
酒

す
る
者
が
増
え
た
と
云

う
現
象
が
現
わ
れ
て
い

る
。
皆
さ
ん
、
花
の
シ

ー
ズ
ン
を
よ
り
装
し
く

明
る
い
環
境
に
す
る
為
に
、
お
互
い

が
自
重
し
協
力
し
あ
い
ま
し
よ
う
。
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水
戸
浪
士
事
慢

（
続
き
）

西
谷
焼
払
い
の
復
興

　

大
騒
ぎ
を
し
た
水
戸
浪
士
事
変
も

町
年
寄
布
川
源
兵
衛
等
の
努
力
に
よ

り
、
城
下
町
大
野

は
侵
害
を
免
が
れ

安
堵
の
胸
を
撫
で

た
。
残
つ
だ
大
問

題
は
焼
払
わ
れ
た

西
谷
七
ヵ
村
二
百

十
余
戸
の
後
始
末

で
あ
る
。
極
寒
の

折
、
住
む
に
家
な

き
罹
災
民
を
一
日

も
早
く
救
う
た
め

計
画
さ
れ
た
の
が

積
善
講
で
あ
る
。

一
口
金
一
両
と
し

千
二
百
口
（
今
の
七
千
万
円
位
）
を

集
め
、
こ
れ
を
罹
災
民
に
低
利
で
貸

付
け
、
住
宅
を
建
て
さ
せ
よ
う
と
い

う
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
慶
応
元
年
二

月
早
々
、
町
在
の
役
人
有
志
を
明
倫

舘
に
集
め
「
我
等
は
惨
害
を
ま
ぬ
が

れ
た
が
気
の
毒
な
の
は
西
谷
の
人
達

で
あ
る
。
こ
れ
を
知
ら
ぬ
顔
で
置
か

れ
よ
う
か
」
と
説
き
、
漸
く
に
し
て

了
解
を
得
た
が
、
実
際
は
容
易
で
な

か
っ
た
。
そ
れ
で
も
同
年
三
月
に
は

予
定
以
上
の
加
入
が
あ
り
、
そ
の
上

特
志
者
の
建
築
用
材
寄
附
等
も
あ
り

目
的
を
達
す
る
こ
と
が
出
来
た
。

罹
災
民
へ
は
最
高
五
十
両
と
し
、
利

子
二
分
で
Ξ
力
年
賦
償
却
と
し
て
貸

付
け
、
慶
応
三
年
ま
で
に
は
殆
ん
ど

復
興
を
見
る
こ
と
が
出
来
た
。
な
お

中
島
、
1
若
生
子
、
下
若
生
子
等
の

橋
も
切
落
し
た
が
、
こ
れ
も
慶
応
二

年
に
復
興
1
た
。

　

建
築
用
材
を
寄
附
し
た
も
の
は
沢

山
あ
る
が
、
主
な
・
る
も
の
は
次
の
通

り
と
な
っ
て
い
る
。

西
谷
村
各
所
杉
森
八
ヵ
所

　
　
　

大
野
町
尾
崎
弥
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
琴
堂
）

黒
当
戸
村
杉
森
T
J
所

　
　
　

″
綿
屋
吉
左
衛
門

木
戸
村
杉
森
一
ヵ
所

　
　
　

″
本
丈
屋
丈
右
衛
門

杉
四
分
板
二
百
五
十
間

　
　
　

穴
馬
谷
小
河
原
太
仲

笹
又
村
杉
森
一
ヵ
所

　
　
　

大
野
町
沢
屋
興
吉

笹
又
村
杉
森
一
ヵ
所

　
　
　

″
和
泉
屋
平
右
衛
門

（
写
真
は
故
尾
崎
弥
右
衛
門
氏
）

瀕
に
勺
‘

　

◆
緑
色
や
黄
色
、
赤
色
な
ど
、

色
の
濃
い
野
菜
は
健
康
を
保
つ
た

め
に
必
要
な
カ
ル
シ
ウ
ム
や
鉄
分

ビ
タ
ミ
y
A
、
B
、
C
も
多
量
に

含
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
、
酸
性
に

な
り
勝
ち
な
血
液
を

中
和
し
て
、
ア
ル
カ

リ
性
を
保
つ
た
め
に

も
絶
対
に
欠
く
事
の

出
来
な
い
栄
養
素
で
あ
る
。

大
体
一
入
一
日
当
り
、
八
〇
匁
以

上
の
緑
黄
野
菜
を
採
ら
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
農
家
で
は
一
年
中
野

菜
に
は
困
ら
な
い
よ
う
に
考
え
ら

れ
勝
ち
だ
が
、
実
際
に
は
相
当
片

寄
っ
て
い
る
。
こ
ん
な
事
の
な
い

よ
う
、
年
中
平
均
し
て
新
鮮
な
野

菜
が
採
れ
る
よ
う
に
計
画
し
て
お

こ
ｙ
’
ノ
。

　

◆
ワ
イ
シ
ャ
ツ
、
ブ
ラ
ウ
ス
、

肌
着
類
は
つ
み
重
ね

て
戸
棚
に
し
ま
う
の

は
い
い
整
と
ん
法
で

す
が
そ
の
際
ワ
イ
ン

ヤ
ツ
の
し
ん
に
入
っ
て
い
る
ボ
ー

ル
紙
を
一
枚
ず
つ
間
に
入
れ
ま
す

下
の
物
を
出
す
時
、
上
の
ボ
ー
ル

紙
を
持
ち
上
げ
て
出
し
ま
す
と
、

他
の
物
を
し
わ
く
ち
や
に
せ
ず
に

す
ま
せ
ま
す
。

1
1
F
’
－
－
・
言

一

　

｛
｝
一

話し合い
の市政を

市
町
村
合
併
促
進

法
に
基
い
て
、
御
他

聞
に
漏
れ
ず
、
こ
の

あ
た
り
の
小
岳
を
含

む
大
大
野
市
が
誕
生
1
て

三
年
、
市
行
政
機
関
に
た

ず
さ
わ
る
方
々
の
御
労
苦

も
一
方
で
な
か
ろ
う

　

旧
村
当
時
に
は
村
政
の
I
ツ
ー
ツ

を
1
し
く
知
る
事
が
で
き
た
が
、
市

と
な
っ
て
、
広
域
な
面
積
の
関
係
か

市
行
政
の
動
き
は
一
般
市
民
か
ら
遠

ざ
か
る
の
感
が
強
い
。
そ
こ
で
市
税

が
高
い
と
か
、
市
政
方
針
が
悪
い
と

か
目
先
の
欲
に
か
ら
ん
だ
愚
痴
が
多

い
。
こ
の
欲
を
捨
て
将
来
を
見
通
し

て
こ
そ
市
の
発
展
が
望
ま
れ
る
。
し

か
し
わ
れ
わ
れ
の
血
税
が
ど
の
よ
う
資

に
使
わ
れ
て
、
ど
の
よ
う
な
市
建
設

の
構
想
で
市
政
に
当
っ
て
い
る
か
を

全
市
民
に
尚
知
徹
底
さ
せ
て
こ
そ
、

わ
れ
ら
も
高
い
市
税
に
納
得
出
来
よ

う
。
多
忙
な
市
政
で
は
あ
ろ
う
が
末

端
市
民
に
も
市
政
を
語
る
機
会
が
欲

し
い
。
（
阪
谷
愛
市
青
年
）

大
野
地
R
」
国
保

の
再
開
を
急
け

市
内
で
、

旧
大
野
町

だ
け
国
民

健
康
保
険
制
度
が
休
止
と
な
っ
て
い

る
。
実
に
恥
か
し
い
。
そ
れ
は
一
部

の
有
産
階
級
者
に
支
配
さ
れ
て
、
休

止
の
や
む
な
き
に
立
ち
至
っ
た
の
で

あ
る
。
な
お
、
国
民
健
康
保
険
の
掛

金
の
滞
納
者
に
は
、
町
内
で
も
相
当

の
地
位
に
あ
る
も
の
が
多
い
よ
う
で

あ
る
が
、
こ
れ
は
徹
底
的
な
滞
納
整

理
に
市
役
所
が
乗
り
出
し
、
一
日
私

早
く
国
民
健
康
保
険
を
再
開
し
て
、

我
々
労
働
者
を
医
療
費
の
脅
威
か
ら

護
っ
て
頂
き
た
い
。
（
市
内
X
生
）

【
お
詫
び
】
木
号
に
第
十
三
回
定

例
市
議
会
の
模
様
を
掲
載
し
た
関
係

上
大
変
遅
れ
た
こ
と
を
お
詫
び
し
ま

す
。
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